
B 一41　 布 の水分浸透性 につい て

長崎大　　 井上　　 栄

布の透湿性（ 広義で水分透過 比）を研究する過程にお

いて水分の浸透性を検討す る必要が生じ た。従来浸透性

の測定方法 とし て，沈降法，溶液 の上昇度法，吸収液量

法，液滴消失時間法等があ るが，そ の結果 の比較値に よ

り判定するに とどま り, そ の複雑 な要因 については明 ら

かにされてい ない よ うである。金綱氏の液滴消失時間法

の研究によれば，　K  ＝V/t3/2　　た だし

V:　 液滴 の量（i 定）　t:　 液滴消失時間

K=ko  ･ k　　ko-.　織布の組織密度等によ り定ま る

常数

ｋ：　織布を構成する物質及び液の性

質により定まる常数

で与えられてい る。 そこでさらにko のfactor をcover

factor と撚角度に とって検討を加えた。



ｔ は， エーテル 処理をし て油脂を除 き湿度調整 をし た

試 布を， ミ クロビ ューレ ットのロから5  cm のところ に

固定し，蒸 溜水 を１滴滴下して， その液滴 の光 の消え る

時 間を測定し た。（標 準状態）

撚角度 は･6 ニ=.- ≪  （'
‾
粁 で

ただし　Ｄ:　糸 の直径（cm ）d:　 せんいの直径（:cm）

t:　1cm 間のより数 Ｌ:　せんい長　 （ｃｍ）
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